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がんや免疫・内分泌や⽣活習慣病などの代謝内分泌疾患・⼼臓
⾎管病などの循環器疾患・加齢疾患などの原因となる分⼦病態
を多⾯的に解析し、⾰新的治療法開発に繋げるミッションです。

疾患・病態を単一の切り口ではなく、
「ゲノム・転写調節・エピゲノムなど様々な方向から全体像を明らかにすること」
さらにそれを「1細胞単位で解き明かすシングルセル解析技術」と統合することが

私たちの目指す新しい分子病態解析です。

Single cell 解析

“基礎と臨床の架け橋”
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肝臓炎症細胞

ヒト下垂体腫瘍

血管内皮細胞臓器特異性

-発現協調性解析- -CNV解析-

ゲノム解析
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RNAseq

網羅的解析技術の統合による
“俯瞰的な”病態解析の推進

マルチオミクス解析

基礎動物実験
・発生学的特異性
・ストレス応答性

ヒト疾患検体
・腫瘍特異的細胞集団
・自己免疫疾患誘導 自己免疫疾患末梢血

T細胞
B細胞

疾患を構成する病態を司る
分子の応答性・細胞連関を
最新技術を用いて解析する
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